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今 や全 大学 の4分 の3以 上が 「学生に よる そ こで得 られ る もの は、発 声や 板書 、視 線 の

授 業評価 」 を実施 し、同 じ く全体 の6割 以上 配 り方 とい った基本 的 な こ とが ら、導 入 の う

の大学 がFD活 動 に取 り組 む時代 であ る。大 ま さ、挿話 の巧 み さ、 スムー ズな展 開 、時 間

学 の大半 が、組織 と して授 業 を意識 し、その 配分 の妙 とい った手際 の よさ、 あるい は学生

改 善 を 目指 してい る。 とはい え、 どの よ うな の 関心 をひ きつ け る話題 の豊 富 さ、身 近 さな

評価 を実施 し、 どの よ うな活動 を展 開 してい どの仕掛 け あるいは創 意 工夫 、場合 に よ つて

るか に関 しては、個 々の大 学 によつて異な る は 、遅刻者や 私語へ の対応 の様子 等 々、授 業

ので、一様 に論 ず る こ とはで きない。 ところ 者 な ら大抵 の場合 、 自然 に 目を向 ける もの で

が授 業評価 の結果 を授 業改 善 に役立 ててい る、 あ る。 いや 、そ のよ うな 「もので しか ない」

即 ちFD活 動 と直結 させ てい る大学 は全 体の と表現 したほ うが よい。

わず か27%に す ぎない。 この 「取 り組 み」の さらに多 くの場合 、上 に挙 げた各要 素 に対

広 が りと 「効果 的な活 動」 の希薄 さとのギャ して 、素晴 ら しい、 上出来 だ と感銘 を受 け、

ップ は、 さ した る実態 を伴 わない 「表 向きの 賛辞 を送 るに と どまつて しま う。感 銘 を受 け

努力 」 の存在 を物語 ってい る とい うよ りは、 た こ とに よって、個 々の教員 に 自分 な りの創

大学 人の悩 みや迷 い 、焦 りを表 してい る と捉 意 工夫 を してみ よ うとい う ドライ ブが か か る

えた ほ うが よい。 ことはあ って も、具体的 に どの よ うな工夫 が 、

この よ うな霜 のかか った よ うな改革ブー ム 何故 、効果 的 なのか とい うこ とを、お そ らく

の中で、授 業改善 の ための試 みが静か に広が は深 く理解 していない。

りつ つ ある。 授業評 価 の結果 か ら改善 の ヒン ー 般 的な公 開授 業、授 業参観 に欠落 して い

トを得 よ うと してい る大 学 あるいは教 員 は確 るのは 、その時 、参観 した授業 と同 じ もの は

実 に存 在 してい る し、他 の教員 の授 業 を参考 この世 に二つ と存在 しない とい うこ とに対す

に しよ うとす る動 き も、 もはや 珍 しい もので る認識 と、授 業 を参観 す る時 に どの よ うな ご

はな くな りつ つ ある。 また、大学 にお ける教 とに留意 して観 察すれ ばよい のか とい う視 点

育実践報 告 ・記 録 も出版 され は じめてい る。 で あ る。 これ が欠 けてい るた めに、参観 者 の

しか し、例 えば、 単 に他 の教員 の授業 を参 多 くは漠 然 と 「あの先 生 はいつ も、 あの よ う

観 す るだ けでは、必ず しも自 らの授業 を改善 なス タイル で授 業 をや って い るのだ ろ う」 と

す る ヒン トが得 られ る とは 限 らない。多 くの い う感想 を持 ち、 あるいは話題 の豊 富 さを真

場合 、学 生 に よる評価 の高 い授 業がモデル と 似 す るべ く意欲 的 に情報 収集 を してみ よ うと

して公 開 され 、参観 の対象 とな つてい るが、 意気 込 んだ り、導入 を上 手 に施せ ば、 その後
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の授業がスムーズに流れていくと即断して

「導入」案作成に精を出したりする。

 ここに決定的に欠けているのは、その教員

が、何故、どのタイミングで、何の話を導入

なり話題転換のために用いたのかという蓋然

性に対する眼差しと、それなりに定着したと

思われるスタイルが、どのように編み出され

てきたのかという経緯、歴史に対する好奇心

である。

 前振りが長くなってしまったが、ここに紹

介する書物は、上に述べてきたように、いま

だ十分ではない授業観察のための視点をどの

ようにしたら育てることができるか、という

テーマに真正面から取り組んだ力作である。

京都大学・神戸大学・大阪大学に勤務する大

阪大学出身者がタックをくんで取り組んでき

た「授業研究」（神戸＜大学授業＞研究会）の

報告である。

 このグループの研究スタンスは「はじめに」

で明示されているが、以下に引用を交えなが

ら、紹介者風に説明しておこう。すなわち『「一

般的な授業法則を実証的に確かめる」ことは

必要であるが、そこで得られる知見は「あま

りに単純化され」ていて「無力」である。ま

た多くの実践報告には「自己満足」的な記述

が見られるが、それは「自己閉塞的な研究」

にほかならない。このような認識に立って

「個々の授業に流れる豊かな文脈」を最大限

に重視し、「一事例を対象に研究をおこない

ながら」「一般理論のさらなる構築をめざそ

う」とする』スタンスなのである。実に地道

で辛抱強さを要する作業であるが、これまで

わが国の大学に欠落していた側面を見事に言

い当て、それを克服しようとする壮大なプロ

ジェクトであるといえる。

 本書は「大学授業研究の過去」「大学授業研

究の現在」「大学授業研究の未来」の三部構成

となっている。第一部には、これまで「教育

と研究の対立」図式で捉えられていたことを

「教育の論理VS学間の論理」というタームを

使って、見事に描きなおし、さらに「学校化

VS脱学校化」というアイデアも盛り込んだ刺

激的な論文が収められている。全6編の論文

はいずれ劣らぬ労作であるが、紹介者として

は、第2章から第4章までの三本だけでもお

読みいただき、授業参観の心得を身につけて

ほしいと願う。なお、第三部（第六章）は「総

括」となっているが、この後に各章の執筆者

から第六章へのコメントがつけられている。

斬新なアイデアであると感嘆すると同時に、

教員間の自由な意見交換の一つの形をみたよ

うに思う。

 文献紹介と称しながら、内容についてはあ

まり触れなかった。それは下手な紹介で読む

気を剛いでしまうことを懸念したからである。

関西は一歩も二歩も進んでいる。中部も遅れ

じと地道な試みを重ねていく必要がある。

はじめに

第1部 大学授業研究の過去

 第1章 大学の授業とは何か一改善の系

     譜一

第2部

 第2章

第3章

第4章

大学授業研究の現在

学生の理解の枠組みをふまえた

授業展開一教授技術論をのり越

えるための視点

授業者はどのようにストレッサ

ーに対処しているのか一大学授

業における教授者のストレス過

程と自己成長一

「考える」力の育成をめざした

授業の構造
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 第5章 大学教育への映像メディアの活用

     一その実践と研究一

第3部 大学授業研究の未来

 第6章 ＜総括＞大学授業研究から大学教

     育学へ

 各執筆者から第6章へのコメント

（9月30目まで

助教授 大学教育研究センター 副センター長）

   （10月1目より 静岡大学 教授）

 〔東信堂 2002年3月 2400円（祝別）〕
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